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概 要 
 

 本研究は、レーダを用いた非接触生体計測において、従来困難であった多人数同時計測を高精度かつ

安定的に実現することを目的として実施した。接触型センサに依存しない非接触計測は、利用者の負担

が小さく、医療・福祉・教育・見守りなど幅広い分野での活用が期待されている一方、姿勢や体動の影響、

多人数環境における遮蔽、さらには倫理・プライバシーの課題が実用化の大きな障壁となっていた。 
これらの課題に対し、本研究では、複数レーダを同時に用いるレーダネットワークと、生体信号を数理

的に記述する生体数理モデルを組み合わせた新たな非接触生体計測手法を提案した。複数方向から計測

された皮膚変位波形の関係をモデル化し、反射波の対応付け、体方位推定、レーダ幾何補正を行うこと

で、多人数環境においても安定したデータ統合を可能とした。さらに、心拍信号の高調波成分に着目した

解析手法を導入し、心拍間隔推定の高精度化を実現した。 
研究期間を通じて段階的に手法を高度化し、最終年度には一般環境において最大 16 名を対象とした多

人数同時計測を実証した。その結果、配置や体勢、遮蔽条件が変化する状況下においても、呼吸・心拍の

信号取得率 90%以上を達成し、単一レーダ方式の限界を超える実用性を示した。 
また、本研究では技術開発と並行して、非接触見守りセンサ倫理検討委員会を中心とした倫理調査およ

び指針策定を行い、非接触生体計測の社会実装に不可欠な倫理・プライバシー基盤を整備した。最終年度

には倫理・プライバシーポリシーが正式に承認され、技術的有用性と社会受容性を両立する枠組みを確

立した。 
以上の成果により、本研究は、非接触生体計測を要素技術の高度化にとどめることなく、多人数・実環

境・倫理対応を包含した総合的技術体系として確立した点に特徴がある。本研究で得られた知見と手法

は、今後の非接触ヘルスケア計測研究の基盤となるとともに、スマート社会における安心・安全な見守り

技術の実現に貢献することが期待される。 
 
  


	1. 研究の背景と目的
	【課題①】 姿勢や体動による生体計測の精度低下
	【課題②】 密集する多人数の生体計測における遮蔽
	【課題③】 非接触ヘルスケア計測に関わる倫理的課題
	【研究の目的】
	【研究の目標】
	2. 研究課題設定の意図（独創性・新規性・社会的・学術的効果）
	【独創性・新規性】
	【社会的効果】
	【学術的効果】
	3. 研究実施体制
	4. 研究内容
	4.1 複数方向からの計測と生体数理モデル化
	4.2 生体数理モデルの精緻化と倫理調査
	4.3 複数レーダ統合技術および高調波に基づく高精度心拍計測
	4.4 多人数同時計測の実証と倫理基盤の確立
	5. 研究成果の総括
	6. 今後の展望
	7. 謝辞
	8. 対外発表
	【国際ジャーナル論文】
	【国際会議発表】
	【国内会議発表】



